










要約:身体的成熟の早期化と社会的成熟の遅れによる青年期の発生に対して、古典的な儒

教道徳では対処できず、現代の青年期は矛盾を抱えている。青少年の自己決定力を高める

ための科学的情報提供と人権教育、困ったときの専門家の相談診療体制の整備が必要であ

る。保健所は地域の専門家集団として青少年自身や学校・地域に働き掛けられる可能性が

ある。


